
期待、高まる。「しきぶ駅」現地視察
ハピラインふくい「しきぶ駅」の概要を、担当職員の説明を受けながら視察しました。（15ページに詳細掲載）

第84号
令和 8 年（2026 年）5月15日（金）
編集・発行：越前市議会

または、
こちらをご覧ください。⇒

越前市議会 検索

題字は、武生高校 牛上伊織さんの書道作品です。
− みんなでつくる　幸せな未来 −



事
業
の
概
要

　
個
別
最
適
な
学
び
の
推
進
、
い
じ
め

·

不
登
校
な
ど
へ
の
早
期
対
応
を
図
る
た

め
、
県
事
業
に
基
づ
き
、
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
と
連
携
で
き
る
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
や
デ
ジ

タ
ル
テ
ス
ト
な
ど
の
「
Ａ
Ｉ
教
材
」、「
授

業
支
援
ア
プ
リ
」、「
心
の
健
康
観
察
ア
プ

リ
」
な
ど
を
モ
デ
ル
校
に
導
入
し
、
効
果

的
な
運
用
方
法
な
ど
の
検
証
を
行
い
ま

す
。

　
令
和
９
年
度
か
ら
は
、
全
校
に
こ
れ

ら
の
ア
プ
リ
を
一
斉
導
入
し
ま
す
。

本
会
議
で
の
質
疑

Ｑ　

�「
Ａ
Ｉ
教
材
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

A　

�

Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用
し
て
、
児
童

·

生
徒
一
人
一
人
の
理
解
度
や
習
熟
度
に

合
わ
せ
て
、
最
適
な
問
題
を
出
題
す
る
デ

ジ
タ
ル
教
材
で
あ
り
、
電
子
教
科
書
と
は

別
の
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

�「
心
の
健
康
観
察
ア
プ
リ
」
の
導

入
に
当
た
り
、
保
護
者
へ
の
説
明

と
検
証
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

A　

�

ア
プ
リ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
学
校
便
り

や
年
度
初
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等
を
通
じ
、

子
ど
も
の
心
身
の
小
さ
な
変
化
を
早
期
に

把
握
し
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
未
然
防
止

·

早
期
対
応
に
つ
な
げ
る
目
的
を
説
明
す

る
。
日
々
の
気
持
ち
を
簡
単
に
入
力
で
き

る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
や
、
入
力
情
報
は

学
校
内
で
適
切
に
管
理
し
目
的
外
利
用
し

な
い
こ
と
も
周
知
す
る
。

検
証
に
つ
い
て
は
、
入
力
状
況
や
相
談
件

数
を
定
期
的
に
集
計·

分
析
し
、
担
任
、

教
育
相
談
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
養
護
教

諭
で
情
報
共
有
を
行
い
、
対
応
事
例
や
支

援
経
過
を
確
認
す
る
。
さ
ら
に
、
教
職
員

へ
の
聞
き
取
り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
運

用
上
の
効
果
や
課
題
を
把
握
し
て
い
く
。

Ｑ　

�

保
護
者
の
経
済
的
負
担
が
増
す
こ

と
は
な
い
の
か
。

A　

�

Ａ
Ｉ
教
材
を
導
入
す
る
に
当
た
り
、
こ
れ

ま
で
の
教
材
費
以
上
の
保
護
者
の
経
済
的

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
学
校
と
調
整
を
し

て
い
く
。

Ｑ　

�

モ
デ
ル
校
３
校
（
国
高
小
学
校
、

吉
野
小
学
校
、
武
生
第
一
中
学
校
）

の
選
定
理
由
は
。

A　

�

令
和
９
年
度
の
全
校
一
斉
導
入
に
つ
な
げ

る
た
め
に
、あ
る
程
度
の
学
級
数
が
あ
り
、

保
健
の
シ
ス
テ
ム
や
学
校
の
教
育
相
談
の

体
制
と
の
連
動
で
、
養
護
教
諭
部
会
や
教

育
相
談
部
会
と
円
滑
に
連
携
で
き
る
所
と

い
う
観
点
で
選
定
し
た
。

ま
た
、
本
市
の
特
徴
で
あ
る
多
文
化
共
生

の
観
点
か
ら
、
外
国
籍
の
児
童
が
在
籍
す

る
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
、
検
証
す
る
予

定
で
あ
る
。

事
業
の
概
要

　
「
10
万
人
の
元
気
と
活
力
」
の
維
持·

発
展

に
向
け
て
、
情
報
発
信
の
強
化
を
行
い
、
令

和
10
年
に
ふ
る
さ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
１�

万
人
と
さ
ら
な
る
移
住
定
住
者
の
獲
得
を
目

指
し
ま
す
。

本
会
議
で
の
質
疑

Ｑ　

�

事
業
の
内
容
は
。

A　

�

本
市
出
身
者
を
含
む
関
係
人
口
の
拡
大
を
重

視
し
、
ふ
る
さ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
主
要
な
接
点

と
し
て
登
録
者
数
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。

市
内
イ
ベ
ン
ト
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
情

報
発
信
を
充
実·

強
化
し
、
令
和
８
年
度
に

年
間
を
通
じ
た
登
録
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

す
る
。
併
せ
て
、
移
住·

定
住
希
望
者
に
は
、

ふ
る
さ
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

窓
口
で
個
別
対
応
を
行
う
。

Ｑ　

�

本
市
の
生
活
環
境
、
産
業
な
ど
に
直

接
触
れ
る
体
験
型
の
事
業
は
考
え
な

か
っ
た
の
か
。

A　

�

体
験
型
の
移
住·

定
住
施
策
は
、
県
や
地
域
、

民
間
が
実
施
す
る
既
存
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
連
携

し
て
進
め
る
方
針
で
あ
る
。
地
場
産
業
の
就

業
体
験
や
農
家
民
泊
な
ど
を
活
用
し
、
交
通

費
支
援
制
度
等
と
組
み
合
わ
せ
て
案
内
す
る

こ
と
で
、
本
市
へ
の
関
心
を
高
め
、
移
住
の

き
っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

事
業
の
概
要

　
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
改
正
に
基
づ
き
、
ク
マ
等
が

人
の
生
活
圏
に
出
没
し
、
危
険
性
が
高
い
と
判
断
さ

れ
る
場
合
に
、
市
長
の
判
断
に
よ
り
緊
急
銃
猟
を
実

施
で
き
る
体
制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
出
没
時
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。

本
会
議
で
の
質
疑

Ｑ　

�

緊
急
銃
猟
が
必
要
と
な
る
の
は
、
ど
の
よ
う

な
場
合
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A　

�

市
街
地
や
そ
の
周
辺
で
ク
マ
が
出
没
し
て
、
市
民
の

生
命
や
身
体
に
重
要
な
危
険
性
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。
危
険
鳥
獣
が
日
常
生
活

圏
に
侵
入
し
て
い
る
こ
と
、
人
へ
の
危
害
を
防
止
す

る
た
め
の
措
置
が
緊
急
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
銃
以

外
の
方
法
で
は
捕
獲
等
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
地
域

住
民
に
弾
丸
が
到
達
す
る
恐
れ
が
な
い
こ
と
の
４
つ

の
条
件
を
全
て
満
た
す
場
合
に
限
り
、
市
長
判
断
で

緊
急
銃
猟
が
可
能
と
な
る
。

Ｑ　

�

緊
急
銃
猟
の
実
施
体
制
は
。

A　

�

令
和
７
年
10
月
に
、
市
緊
急
銃
猟
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
し
、
出
動
判
断
か
ら
現
場
の
安
全
確
保
ま
で

の
一
連
の
手
順
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
市
が
市
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
か
ら
選
定
し
た
緊
急
銃
猟
従
事
者

の
方
に
は
、
県
が
行
う
射
撃
研
修
を
受
講
い
た
だ
い

て
い
る
。
関
係
課
と
の
連
携
体
制
も
確
立
し
て
お
り
、

今
後
も
研
修
を
重
ね
、
迅
速
で
一
体
的
な
対
応
体
制

を
強
化
し
て
い
く
。

議 案議 案 のの 深 掘り深 掘り
議案第 10 号　令和８年度越前市一般会計予算のうち
「移住・定住化促進事業」

（帰ってきたい！住み続けたい！「ふるさと」とのつながりづくり）

議案第 10 号　令和８年度越前市一般会計予算のうち
「農作物鳥獣害防止対策推進事業」

（緊急銃猟実施体制の整備）

議案第 10 号　令和８年度越前市一般会計予算のうち
「教育情報化推進事業」

（デジタル学習基盤の整備・活用）

今回の深掘り議案審査②

今回の深掘り議案審査③

今回の深掘り議案審査①

3 月定例会で検討した議案審査の一部をお伝えします

▲心の健康観察（毎日の心の状態を天気で入力）

▲ AI ドリル・デジタルテスト

（3）  越前市議会だより　第 84 号 越前市議会だより　第 84 号  （2）

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
決
結
果

議
決
結
果

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
活
動

議
会
活
動

一
般
質
問

一
般
質
問



　今定例会では、17 人の議員が３
月２日から５日までの４日間、一般
質問を行いました。
　質問項目の中から質問・答弁を要
約し、掲載しました。
　二次元コードを読み取ると、各議
員の録画映像をご覧いただけます。

土田　信義　議員������ ４
城戸　茂夫　議員������ ４
安立　里美　議員������ ５
川﨑　俊之　議員������ ５
能勢淳一郎　議員������ ５
清水　一德　議員������ ６
橋本弥登志　議員������ ６
畑　　勝浩　議員������ ６
吉田　啓三　議員������ ７
川崎　悟司　議員������ ７
題佛　臣一　議員������ ７
佐々木哲夫　議員������ ８
近藤　光広　議員������ ８
桶谷　耕一　議員������ ８
大久保惠子　議員������ ９
小玉　俊一　議員������ ９
砂田　竜一　議員������ ９

※一般質問を行った順に掲載

3 月 定 例 会

一 般

質 問

安
あ ん

立
りゅう

里
さ と

美
み

議
員能

の

勢
せ

淳
じゅん

一
い ち

郎
ろ う

議
員 城

き

戸
ど

茂
し げ

夫
お

議
員川

か わ

﨑
さ き

俊
と し

之
ゆ き

議
員 土

つ ち

田
だ

信
の ぶ

義
よ し

議
員

会派　未来会派　創至 会派　郷働誠和会 市民ネットワーク

子宮頸がんワクチンの定期
接種を勧めるべき

Q 「子宮頸がん」はワクチン
により予防できるがんで、

現在小学校６年生から高校１年
生までは無料で接種できる。し
かし、本市では接種を控える対
象者が多い。宮崎市では、中学
１年生から高校１年生を対象に未
完了者全員に毎年ハガキを送付
したことで、接種率が大きく伸
びた。本市でも未完了者全員に
毎年通知してほしい。

A 　定期接種の最終年度となる
高校１年生で、未接種の方、

または接種が完了していない方に対
し、個別通知を送付し、接種の促進
を図っている。中学生に対しては、学
校が運用する配信アプリで継続して
配信し、接種勧奨に努めていく。

大規模災害への対応

Q 雪害と地震の複合災害時
に、市はどのような支援を

するのか。

A 　やむを得ず避難所に行けな
い人や指定避難所以外で生活

する被災者の情報を把握し、物資提
供などの支援を行う。

空き家対策の条例一部改正

Q 今議会では、増加傾向にあ
る空き家の所有者に対し

て、改善措置をより積極的に促
すことができるように条例の一
部を改正した。その一つに、地
域住民の空き家の所有者に改善
を促す取り組みを支援するため
に、「区長が情報提供を求めた場
合、必要に応じて所有者の住所
氏名を提供」するとある。提供
される「所有者の住所氏名」とは。

A 　固定資産税課税や登記情報
で得られた「精度の高い所有

者または相続人全員の住所氏名」を
提供する。

Q 空き家同様、地域で頭を痛
めている「空き地」に関し

て地域はどう対処すればよいか。

A 　まずは地域で空き地の所有
者を調べ直接の対話をお願い

したい。やむを得ない場合には、市
が現地確認の上、所有者等に対し文
書で土地の適正な管理を依頼してい
る。

※�空き家問題は建築住宅課、空き地
問題は環境政策課が担当

市の住宅政策

Q 市総合計画にも位置付けら
れているが、高齢者も武生

駅西側の都市機能を共有できる
よう、東西連絡通路の実現に向
けて具体的に考えられないか。

A 　市道である武生駅東西連絡
橋は老朽化が進んでおり、バ

リアフリー化に対応していないため、
誰もが円滑に行き来できる東西のア
クセスが課題である。ハピラインふ
くいとの協議の中で、具体的な検討
を進めていく。

Q まちなかの老朽空家や空き
地を「市民緑地」として整

備することについて、菜園や防災
用地など、環境面も含めて検討
しては。

A 　空き家の解消を目的とし
て、夕涼みや花壇の眺めを楽

しむことができる緑地を生かした「ま
ちなかの憩いの場」など、跡地の活
用について具体的な地域ニーズを把
握し、地域と共に検討していく。

人口減少対策

Q 人口減少対策に関する市長
の考えは。

A 　出生数の維持、若年層の地
元定着、Uターンの拡大といっ

た取り組みが必要と考える。市内企
業の事業内容や魅力を、子どもたち
や市民に広く周知できる取り組みを
進めるとともに、外国人市民と地域
住民が安心して暮らせるよう多文化
共生の取り組みを継続する。

個人家屋における大雪時の
支援制度

Q 大雪に対する本市の支援制
度を拡充すべき。

A 　本市では、今後災害見舞金
や固定資産税の減免制度を有

効に活用していけるように被害者の
方々に寄り添った支援を行っていく。
併せて、県内の市町と他県の状況を
見 な が ら、
どのような
ことができ
るかを研究
していく。

下水道料金の見直し

Q 市の附属機関である水道料
金・下水道使用料等協議会

から、「下水道使用料を令和8年
10月検針分から25%の値上げ
をする必要がある」との答申を
受けているが、
①�下水道事業費の削減について
の努力は。
②収入の増加への努力は。
③�諸物価が上がり、賃金が追い
付かず、生活が苦しい。賃金
の上昇や国の物価対策をみて、
暮らしが落ち着いてからにし
てほしい。

A ①平成 16 年の使用料改定か 
　�らの 22 年間で、下水道事 

業に従事する職員を 24 人
から 12 人に減らし、人件
費を削減した。

②�下水道への接続者を増やしてい
る。

③ �25% の引き上げ率を段階的に実
施したり、国の交付金を活用した
りするなど、利用者の負担を軽減
できるよう検討を進める。

○�越前市民の幸福に関する条例
○�小学校への防災頭巾の配備

その他の質問

○地域コミュニティ
○地域交通

その他の質問

○�市営住宅の要件緩和や目的外使用
○�代表者が非常勤の市外郭団体

その他の質問

○�越前市の除雪体制

その他の質問

○�市長の市役所の業務の見直しの考え方
○�市職員の人材育成
○�市長の「政策法務」へ 

の考え方
○�当初予算の編成

その他の質問

※1

※2

※1　市民緑地
都市内に緑とオープンスペースを確保し、良好な生活環境の形成を図るために、地方公共団体や緑地管理機構が
当該土地等の所有者と契約を締結して、一定期間住民の利用に供するために設置・管理する緑地のこと。

用 語 の 解 説
※2　災害見舞金
大雪を含む風水害のほか、火災等の人為的災害により居住している住家が被害を受けた場合に、損害の割合に応じ
て見舞金を支給するもの。大雪の被害においては、２０万円以上の損害（一部破損）に該当される場合が多い。

用 語 の 解 説

▲ 家屋に積もった雪の状況

（5）  越前市議会だより　第 84 号 越前市議会だより　第 84 号  （4）
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平林越前市政の戦略項目

Q マニフェストにある「外部
専門人材活用」について、

外部の方々の視点や活力を市政
運営に取り入れてほしいが、市
長の考えは。

A 　いわゆる “ ヨソモノ “ の視点
を取り入れる観点から、地域

おこし協力隊や地域活性化起業人な
ど、国の制度の活用についても戦略
的に検討したい。これから、より多
くの方々に市政に参画いただき、知
恵や力を未来の越前市のために生か
していただける仕組みを整えていき
たい。

Q 望ましい最適な教育環境の
検討と、地域の実情に応じ

た教育の充実を目指すには、最
善なシミュレーションを研究、提
言すべきでは。

A 　現在協議している坂口校の
教育環境についても、保護者・

地域からの意見を十分踏まえつつ、
より良い教育環境についての検討を
進めている。子どもたちの学習環境
を考えるとき、一体的に考えるべき
点と、分けて議論すべき点がある。
将来の子どもたちにとって、最適な
学びの場を確保できるように取り組
んでいく。

空き家の管理と解体

Q 解体が必要な危険空家は市
内に何戸あるのか。

A 　建物や屋根の変形など、老
朽化が著しく、道路や隣家に

影響を及ぼす恐れのある危険な空き
家（特定空家）を 24 戸把握している。

旧広域農道の４車線化

Q 旧広域農道の 4車線化決
定から時間がかかっている

が進捗状況は。

A 　旧広域農道の 4 車線化を進
めていくに当たり、県が令和

7 年 10 月に上太田町に事業説明し、
事業に対する一定の合意を得られ
た。引き続き、地元要望に対し、県
と共に丁寧な説明を続けていく。

Q 旧広域農道の 4車線化に
ついて、県の土木部長経験

者である市長の見解は。

A 　県の緊急輸送道路に指定さ
れており、整備を期待してい

る。岡本町から塚原町までの区間は、
事業化に向け、強く要望している。

外国籍市民との共生

Q 全国ニュースで話題になっ
ている外国人在留者の諸問

題。本市には2月1日現在6,174
人の外国籍市民がいる。社会保
険加入者が主で、保険料未納問
題はないと聞く。外国籍市民へ
の課税額はいくらになるか。

A 　個人市民税は、3 億 3354
万円である。

Q 外国にルーツを持つ子ども
たちの教育にはどう取り組

んでいるのか。

A 　指導体制を整備し、県費教
職員、市雇用職員、企業派遣

職員で 6 つの職種、計 55 人の職員
で 290 人の児童生徒に対応してい
る。

Q 令和８年10月に日本語学
校が市内に開校する、と聞

くが、市は把握しているのか。

A 　開校時は 20 人程度だが、最
終的に約 100 人の受け入れに

なると聞いている。学校付近の空き家
やアパートを寮として活用し、生活も
学校が指導する。留学生が自然な形で
地域とつながりを持てるよう取り組み
を進めていただきたい。

障がい者雇用の課題

Q 就業希望の障がい者の半数
近くは働けていない状況。

法定雇用率があるから障がい者
雇用があるのではなく、40人以
下の中小企業や小規模企業にも
障がい者の方が活躍できる工夫
を行政と企業が連携して進めて
ほしい。

A 　法定雇用率の対象外となる
中小・小規模事業所において

も障がい者雇用に関心を持ってもら
い、就業機会の拡大につながるよう、
市や商工団体の広報・ホームぺージ
等の活用、さらにトライアル雇用な
どの活用可能な制度の周知を行い、
ハローワークや障がい者就業・生活
支援センターなどの相談窓口へ橋渡
しを適切に行う。

副市長２人制

Q ４年前に初めて導入したが
その成果は。

A 　北陸新幹線越前たけふ駅の
開業、新駅周辺の土地利用、

企業誘致等を強力に推進できた。

Q 2人制に要する経費は。

A 　給料、共済費等で年間約
３千万である。

Q 今後はどうするのか。

A 　2 人制を当面継続し、トッ
プマネジメント機能を強化し、

スピード感を持って行政施策を推進
したい。

下水道料金の値上げ

Q なぜ、今回の値上げなのか。

A 　今後 5 年間の下水道会計に
おける赤字額が年平均 1.9 億

円の見込みとなっており、汚水処理
に必要な費用を下水道使用料で賄え
ないため。また、下水道施設の更新
費用を確保する必要があり、安定し
た経営を確保するためである。

休日の部活動の地域展開

Q ハラスメントとなる指導が
ないよう、講習会の開催が

必要と考える。競技種目協会と
の連携については。

A 　生徒にとって望ましい指導
方法を学び資質向上を図るた

め、指導者研修会を開催している。
種目協会にも参加を呼びかけ連携を
図っている。

越前たけふ駅 P&R 駐車場

Q 駐車場運営での収支の見込
みと今後の進め方は。

A 　第 1 から第 3 駐車場にゲー
ト機器を 4 基設置した場合、

整備費は約 7000 万円、維持管理費
は約 1400 万円で、使用料収入は約
2300 万円を見込んでいる。ゲート
機器の使用期間を 10 年とした場合、
支出累計は約 2.1 億円、使用料収入
や国庫補助金による収入累計は約
2.6 億円となり、約 5000 万円のプ
ラスとなる。6 月議会に条例案、予
算案を上
程したい。

○�越前たけふ駅駐車場 
の有料化

○�越前たけふ駅周辺整備

その他の質問

○ �5 歳児健診と支援体制
○�本市の財政状況

その他の質問

○�重層的支援体制整備 
事業の見直し

○�不登校児童生徒への 
対応

その他の質問

○�自治組織のあり方と 
人材育成

その他の質問

※3

※4

※3　地域活性化起業人
三大都市圏に所在する企業が、社員を地方自治体に一定期間（半年～３年間）派遣し、地方自治体が取り組む地域
課題に対し、社員の専門的なノウハウや知見を生かしながら即戦力人材として業務に従事することで、地域活性化
を図る取り組み。派遣期間中の社員の給与等に係る経費については、国の支援を受けられる。

用 語 の 解 説
※4　法定雇用率

「障害者の雇用の促進等に関する法律（障害者雇用促進法）」に基づき、企業や国・地方公共団体が雇用しなけれ
ばならない障害者の割合のこと。従業員が一定数以上の規模の事業主は、従業員に占める身体障害者・知的障害者・
精神障害者の割合を「法定雇用率」以上にする義務がある。

用 語 の 解 説

▲ 越前たけふ駅 P ＆ R 駐車場

▲ 「厚生労働省と県の委託事業」
障がい者就業・生活支援センターほっぷステーション

（対象地域：越前市・鯖江市・越前町・南越前町・
池田町）就職相談状況
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産業の担い手づくり・有機
農業

Q 有機農業は、土壌状態やそ
の年の天候に影響を受ける

ので、栽培マニュアル化は難しい
と言われており、市が作成するこ
とは珍しいことである。令和７年
度末に有機農業米の栽培マニュ
アルが発行されるとのこと。発行
するには責任があると思うが、そ
の指導や体制は。加えて、有機米
を、市内の学校給食には年5日
提供している中で、東京都荒川区
や軽井沢町の学校給食に、一回
だけだが市は提供しているが、そ
の効果は。

A 　有機米栽培技術マニュアル
は、令和７年度発行予定であ

り、指導については、株式会社ファー
ム広瀬と一般社団法人日本有機農業
普及協会に依頼する予定である。ま
た、都市の子どもたちの学校給食へ
の有機米提供は、都市への PR の効
果がある
と考えて
いる。

庁内の危機管理体制

Q 地方自治法に基づく内部統
制制度の導入を考えるべ

き。新市長の見解は。

A 　市政を進める上で市民の信
頼は欠かせない。庁内の危機

管理体制の強化の必要性は十分認識
している。今後は、行政運営の状況
や他自治体の動向を踏まえ、不祥事
の未然防止やリスク回避につながる
取り組みを着実に進めていく。

令和 8 年度男女共同参画
プラン改定

Q 男女共同参画プラン改定に
おいて、性的少数者への対

応とオンブッドについて新市長
の所感は。

A 　男女共同参画と女性活躍推
進の両視点から改定を図る。

多様性を尊重し、啓発活動を通じ理
解促進を図る。利用者の声も聞き、
誰もが自分らしく暮らせるまちづくり
を目指す。オンブッドについては、男
女共同参画推進に重要な役割を果た
している。今後も誇りを持ってオン
ブッド制度に取り組む。

自主財源の確保

Q 市税には土地や家屋に課税
する固定資産税があるが、

近年空き家、空き地が増加し、
所有者の分からない土地、家屋
が増加し、全国的では約20%に
及んでいるという。この状態を放
置せず、有効な土地利用を促進
し、課税にもつなげる必要があ
るが、まず、相続放棄地や家屋、
所在不明地や家屋を課税につな
げる必要がある。業務には時間
と労力が必要。大量処理体制を
構築してはどうか。

A 　現在、相続放棄のように調
査に時間を要するものは年間

15 件程度だが、今後増える見込み
であり、業務に必要な専門知識や経
験を持つ職員を計画的に育成し、業
務を継続的に担うことができる体制
を作っていく。

就職活動と保育所入所　 
～女性の就労とジレンマ～

Q 出産後の就職活動におい
て、子どもの保育所入所が

条件として挙げられる。しかし、
保育所入所には就労証明が必要で
あり困っている市民がいる。この
場合どのようにすればよいのか。

A 　一時預かり事業の利用や、
可能であれば、市外の園への

入園を検討いただくことも案内して
いる。なお、入園保留となった場合
でも、随時入園の再調整を行うため、
家族の状況が変わった際には市に連
絡をいただくよう依頼している。

Q 一時預かりサービスを行っ
ている事業所の説明を求め

る。

A 　「一時預かり事業」では、市
内全ての保育園や認定こども

園など、合計 25 園と民間幼稚園１園
にて、可能な範囲で、半日、1日単
位で預かりを実施している。「すみず
み子育てサポート事業」では、越前
市民が利用可能な事業所が、市内に
３箇所、鯖江市に２箇所あり、１時間
単位で預けることが可能である。

市長の所信の 5 つの戦略

Q 災害に強い安全安心のまち
の観点からの質問。令和６

年 6月 23日、沖田川の氾濫が
あった。市長が県職員時代に能
登半島地震に救援に行き、改善
が必要と思った点は何か。

A 　全国の支援物資が被災者に
届くまでに時間がかかった。

この教訓の下、必要な資機材の準備
等を平時から明確にし、支援が速や
かに機能する計画の作成を進めてい
きたい。

Q 本市は県内唯一、2つのユ
ネスコを獲得したが、市長

はこの財産をどう生かすのか。

A 　関係者との語り合いで、「創
造都市加盟はスタート地点で

あり、産地や行政、市民が一丸となっ
て伝統工芸の発掘や文化の振興のた
め、新たな取り組みに挑戦すること
が重要である」との思いを強くした。
世界への情報発信を図る中で、交流
を進める都市との連携強化を図りた
い。クラフト＆フォークアート分野
に加盟する金沢市、丹波篠山市、韓
国の晋

ちん
州
じゅ

市
し

との交流を考えている。

地方の人口減少と東京一極
集中

Q 東京一極集中の現状をどの
ように捉え、今後の人口減

少対策を考えるか。

A 　全国的に人口減少が進む
中、東京圏では転入超過が拡

大している。東京圏の転入超過数は
約 11.5 万人に達し、その約 8 割は
15 歳から 29 歳の若年層が占めてい
る。東京圏への過度な一極集中は、
地域経済の縮小やコミュニティの衰
退につながる恐れがあると認識して
いる。県内でも高校卒業生の約 4 割
が県外へ進学するが、その後の U
ターンは約 3 割にとどまっており、
若者が流出し続ける構造が慢性化し
ている。地方から都市部への若者の
流出は、単なる就職のための移動で
はなく構造的な傾向であり、地方全
体の課題となっている。本市の人口
減少の取り組みは、若年層の定着や
U ターンを促進するには地元で活躍
できる「魅力的な働く場」の確保が
重要である。企業誘致により地元で
働きたいと思えるよう選択肢を広げ
ていきたい。

○�シニアクラブとふれあいサロン
○�学校の統廃合

その他の質問

○�多文化共生
○�自治振興事業
○�こども幸福条例

その他の質問

○�介護保険事業の推進
○�協同労働の推進

その他の質問

○�子どもの医療体制の強化　 
～夜間・休日小児医療の確保～

○�企業・商業施設誘致 
における土地確保の 
重要性

その他の質問

○�吉野瀬川ダム完成後の治水対策
○�福祉政策、教育・子育ての市長の

思い

その他の質問

○�学校の統廃合

その他の質問

※5

※6

※5　２つのユネスコ
令和７年 10 月 31日に、国際的な都市間交流により文化的な発展と地域活性化を図る「ユネスコ創造都市ネットワー
ク」の「クラフト＆フォークアート」分野への越前市の加盟が決定した。また、同年 12 月11日には、越前鳥の子
紙（とりのこし）の手漉き和紙技術が、県内で初めてユネスコ無形文化遺産に追加登録された。

用 語 の 解 説
※6　就労証明
認定こども園や保育所等へ入園申込みを行う際に、保護者が「保育の必要性」に該当することを確認するための書類。
就労による保育の必要性は、保護者のいずれもが、常態として月 64 時間以上（目安：1日 4 時間以上かつ週 4 日
以上）働いている場合に該当する。

用 語 の 解 説

▲ �越前市の有機栽培米を味わう 
子どもたち（軽井沢町提供）

（9）  越前市議会だより　第 84 号 越前市議会だより　第 84 号  （8）

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
決
結
果

議
決
結
果

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
活
動

議
会
活
動

一
般
質
問

一
般
質
問



教
育
厚
生
委
員
会

総
務
委
員
会

児
童
育
成
支
援
拠
点
事
業
の

継
続
を

し
き
ぶ
温
泉
湯
楽
里

現
地
確
認

地
域
人
材
と
連
携
し
た
実
効
性
あ
る
防
災
体
制
の
強
化
を

委員会で審査した議案
・�市国民健康保険税条例の一部改正
について
・�市介護保険条例の一部改正につい
て

� その他予算案 9件

委員会で審査した議案
・�市中小企業等経営安定対策利子補給基金
条例の廃止について
・�市火入れに関する条例の一部改正につい
て
・�市都市公園条例の一部改正について
・�市空家等の適切な管理に関する条例の一
部改正について
・�市中小企業等物価高騰対策支援資金等利
子補給基金条例の制定について

� その他予算案 9件

産
業
建
設
委
員
会

決
算
審
査
か
ら
予
算
審
査

�

～
つ
な
が
る
政
策
サ
イ
ク
ル
～

有
機
米
栽
培
技
術
の
普
及
を

若
い
世
代
へ
の
住
宅
支
援
充
実
を

議
会
の
提
言
は
、

当
初
予
算
に
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
れ
た
の
か

【
提
言
】
農
業
振
興
に
つ
い
て

Ｑ �　
令
和
８
年
度
の
有
機
農
業
推
進
に

向
け
て
の
考
え
方
は
。

Ａ �　
令
和
８
年
度
も
引
き
続
き
、
農
協

や
越
前
市
南
越
前
町
特
別
栽
培
農
産

物
生
産
者
協
議
会
等
を
通
じ
て
取
り

組
み
の
拡
大
に
向
け
進
め
て
い
く
。

Ｑ �　
令
和
７
年
度
に
完
成
す
る
「
有
機

米
栽
培
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
普
及

や
技
術
指
導
に
つ
い
て
、
関
連
費
用

が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

Ａ �　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
令
和
７
年
度
に
完

成
予
定
で
あ
り
、
フ
ァ
ー
ム
広
瀬
や

関
連
団
体
に
指
導
を
依
頼
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
越
前
市
議
会
で
は
、
決
算
審
査

で
の
委
員
間
協
議
か
ら
意
見
を
集

約
し
、
次
年
度
の
予
算
編
成
に
向

け
、
市
長
に
政
策
提
言
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
の
重
要
な
点
は
、

決
算
審
査
と
予
算
審
査
を
連
動
さ

せ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
提
言

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
り

組
み
が
完
了
す
る
も
の
で
は
な
く
、

提
言
や
意
見
が
、
当
初
予
算
案
に

ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
、
重
要

な
ス
テ
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
10
月
に
は
、
農
業
振

興
に
関
す
る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
８
年
度
当
初
予
算
の
審
査

で
は
、
こ
の
点
を
し
っ
か
り
と
確

認
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
市
の
施
策
が
適
切
に

事
業
化
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る

か
、
継
続
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

き
ま
す
。

　
「
越
前
市
食
と
農
の
創
造
条
例
」
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
担
い
手
の
育

成
、
農
家
へ
の
支
援
、
有
機
の
農
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、

さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
た
め
、
次
の

こ
と
を
求
め
る
。（
９
項
目
）

�

提
言
の
全
文
お
よ
び
提
言
に
対
す
る

回
答
に
つ
い
て
は
、
こ
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

Ｑ �　

本
市
は
、
中
古
住
宅
の
取
得
や
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
支
援
は
充
実
し
て

い
る
が
、
若
い
世
代
は
新
築
志
向
が
強

い
点
を
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ �　
第
３
期
市
空
家
等
対
策
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
る
背
景
も
あ
り
、
空
き
家

の
利
活
用
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
新

築
補
助
を
残
し
つ
つ
、
若
い
世
代
の
空

き
家
の
利
活
用
を
促
す
た
め
、
新
婚
や

子
育
て
世
代
を
補
助
加
算
の
対
象
と
し

て
い
る
。
加
え
て
、
空
き
家
の
利
用
や

除
却
の
早
期
判
断
を
促
す
制
度
も
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ �
事
業
内
容
と
利
用
の
状
況
は
。

Ａ �　
養
育
環
境
な
ど
に
課
題
を
抱
え
る

子
ど
も
た
ち
に
、
安
全
安
心
な
居
場

所
と
包
括
的
支
援
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
虐
待
の
防
止
と
児
童
の
健
全
な

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
野
尻
医

院
、
一
陽
の
三
者
で
構
成
す
る
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム（
※
）が
実
施
し
て
お
り
、

利
用
者
は
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

５
人
、
野
尻
医
院
で
９
人
、
一
陽
で

５
人
で
あ
る
。

　

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
が
、
市
と

し
て
も
必
要
な
事
業
と
考
え
て
お
り
、

今
後
も
継
続
予
定
で
あ
る
。

　
３
月
26
日
の
委
員
協
議
会
に
お
い

て
、
湯
楽
里
の
現
地
確
認
を
行
い
、

担
当
課
か
ら
施
設
の
不
具
合
と
対
応

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
委
員
は
、
修
繕
に
か
か
る
期
間

や
費
用
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

Ｑ �　
能
登
半
島
地
震
か
ら
、
本
市
は

ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
た
の
か
。

Ａ �　
本
市
で
は
、
能
登
半
島
地
震
の

被
災
地
に
多
く
の
職
員
を
派
遣

し
、
避
難
所
運
営
や
被
害
調
査
な

ど
を
経
験
し
た
。

　
現
地
で
の
活
動
を
通
じ
て
、
災

害
対
応
の
難
し
さ
や
、
初
動
対
応

や
避
難
所
環
境
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
、
こ
れ
ら
の
教
訓
を
今

後
の
防
災
・
危
機
管
理
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
避
難
所
の
環
境
整
備
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
避
難
生
活
に

よ
る
体
調
悪
化
や
災
害
関
連
死
を

防
ぐ
た
め
、
空
調
整
備
な
ど
を
進

め
、
避
難
者
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
委
員
か
ら
の
要
望

　
市
だ
け
で
な
く
、
防
災
士
や
地

域
の
役
員
と
連
携
し
、
地
域
全
体

で
災
害
に
備
え
る
体
制
づ
く
り
を

お
願
い
し
た
い
。

委員会で審査した議案
・�市行政手続条例の一部改正につ
いて
・�議会の議員の議員報酬及び費用
弁償等に関する条例の一部改正
について

� その他予算案 4件

※�

共
通
の
目
的
を
持
つ
複
数
の
企
業
な
ど
が�

協
力
し
て
活
動
す
る
た
め
の
共
同
体
。

政策サイクルの仕組み
・決算に向けた
   調査研究

・次年度の
   予算審議
・予算反映の
   チェック

・決算審査

9月

12月

6月

3月

提 言

決算審査

論点整理

委員会で詳しく審査

▲ コウノトリが舞い降りる田んぼ

広域避難場所への分散備蓄計画

クローズアップ徹底検証

（11）  越前市議会だより　第 84 号 越前市議会だより　第 84 号  （10）

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

議
決
結
果

議
決
結
果

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

議
会
報
告

議
会
報
告

議
会
活
動

議
会
活
動

一
般
質
問

一
般
質
問



議
会
活
性
化
特
別
委
員
会　
活
動
報
告

公
共
交
通
対
策
特
別

委
員
会　
活
動
報
告

議
会
運
営
委
員
会

視
察
報
告

本
特
別
委
員
会
で
は
、
委
員
会
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
つ
い
て
は
、
３

月
16
日
に
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
ラ
イ

ブ
配
信
機
能
を
用
い
た
試
験
配
信
を

実
施
し
、
映
像
・
音
声
と
も
に
問
題

な
く
配
信
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
や

運
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
最
終
確
認
を

行
い
、
６
月
定
例
会
か
ら
３
つ
の
常
任

委
員
会
と
２
つ
の
特
別
委
員
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

ま
た
、
服
装
自
由
化
に
つ
い
て
は
、

議
員
と
し
て
の
品
位
を
保
つ
観
点
か
ら
、

式
典
時
の
服
装
基
準
や
議
員
バ
ッ
ジ
着

用
の
考
え
方
を
整
理
し
、
４
月
か
ら
実

施
す
る
方
向
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

政
策
研
究
会
制
度
に
つ
い
て
は
、
制

度
運
用
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
案
の
最

終
調
整
を
行
い
、
４
月
か
ら
の
運
用
に

向
け
、
議
会
運
営
委
員
会
お
よ
び
議
員

協
議
会
で
の
提
案
を
確
認
し
ま
し
た
。

通
年
議
会
に
つ
い
て
は
、
専
決
処
分

の
取
り
扱
い
や
一
事
不
再
議
の
考
え
方

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
今
後
も
、

他
市
町
の
具
体
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

議
員
間
協
議
に
よ
っ
て
理
解
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
議
会
に
お
け
る
、
広
報
・
広

聴
活
動
の
一
体
的
検
討
に
つ
い
て
、
協

議
を
行
い
ま
し
た
。
先
進
地
の
取
組
事

例
を
学
ぶ
中
で
、
広
報
活
動
に
加
え
、

市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
な
ど
の
広
聴

活
動
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

を
共
有
し
ま
し
た
。

現
在
、
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
が

広
報
活
動
の
一
端
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、

広
聴
活
動
も
一
体
的
に
協
議
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
議
員
間
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

本
特
別
委
員
会
は
、
３
月
16
日
に
開
催

し
、
地
域
支
え
あ
い
交
通
に
つ
い
て
、
理

事
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、「
サ

ポ
ー
ト
さ
か
ぐ
ち
」
お
よ
び
「
サ
ポ
ー
ト

し
ら
や
ま
」
の
事
業
者
か
ら
、
各
地
区
で

の
運
行
状
況
や
課
題
、
特
に
雪
の
多
か
っ

た
今
年
の
冬
場
の
対
応
に
つ
い
て
、
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
各
地
区
で
の
状
況
を
確

認
す
る
中
で
、
課
題
と
感
じ
て
い
る
運
転

手
講
習
会
の
合
同
開
催
や
、
昨
今
の
燃
料

高
騰
へ
の
支
援
に
つ
い
て
理
事
者
に
要
望

を
行
い
ま
し
た
。

次
の
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
特

別
委
員
会
の
活
動
の
総
括
を
行
い
、
公
共

交
通
対
策
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
、
新
し

い
体
制
に
ど
う
引
き
継
い
で
い
く
の
か
を

協
議
し
ま
す
。

4
月
21
日
、
22
日
の
2
日
間
、
広

報
広
聴
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、

滋
賀
県
甲
賀
市
と
大
阪
府
八
尾
市
の

両
議
会
を
視
察
し
ま
し
た
。

甲
賀
市
議
会
で
は
、「
広
報
広
聴
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
も
と
、
全
議
員
参
加
で

情
報
発
信
と
市
民
の
声
の
把
握
を
一

体
的
に
進
め
る
体
制
を
学
び
ま
し
た
。

八
尾
市
議
会
で
は
、
高
校
生
と
の

座
談
会
を
記
事
に
す
る
手
法
な
ど
、

親
し
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を
調
査

し
ま
し
た
。
座
談
会
は
読
ま
れ
る
誌

面
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
若
者

が
議
会
を
身
近
に
感
じ
る
契
機
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
本
市
議
会
で
も
、
広
報
と

広
聴
の
連
携
を
意
識
し
、
分
か
り
や

す
い
情
報
発
信
と
対
話
を
徹
底
す
る

こ
と
で
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

越
前
市
議
会

森も
り

本も
と

辰よ
し

之ゆ
き

議
員
ご
逝
去

　
森
本
辰
之
議
員
（
62
歳
、市
民
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
が
、
令
和
８
年
４
月
17

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
森
本
議

員
は
、
令
和
７
年
10
月
に
当
選
さ
れ
、

越
前
市
議
会
議
員
と
し
て
、
議
員
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
生
前
の
功
績
を
称
え
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 ３

月
定
例
会
で
の
人
事
案
件

副
市
長
の
選
任
に
同
意

　
小
泉　
陽
一 

氏
（
村
国
一
丁
目
）

　
龍
田　
光
幸 
氏
（
吾
妻
町
）

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

　
田
中　
英
夫 

氏
（
姫
川
二
丁
目
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
同
意

　
重
屋　
志
啓
盛 

氏
（
菖
蒲
谷
町
）

　
品
川　
満 

氏
（
武
生
柳
町
）

　
谷
口　
真
理
子 

氏
（
四
郎
丸
町
）

全 会 一 致 の 議 案 等
議　案 件　　名 議決の結果

議案第 4 号 令和 7 年度越前市一般会計補正予算（第 10 号） 可決
議案第 5 号 令和 7 年度越前市国民健康保険特別会計補正予算（第 2 号） 可決
議案第 6 号 令和 7 年度越前市介護保険特別会計補正予算（第 2 号） 可決
議案第 7 号 令和 7 年度越前市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2 号） 可決
議案第 8 号 令和 7 年度越前市水道事業会計補正予算（第 4 号） 可決
議案第 9 号 令和 7 年度越前市下水道事業会計補正予算（第 4 号） 可決
議案第 10 号 令和 8 年度越前市一般会計予算 可決
議案第 11 号 令和 8 年度越前市国民健康保険特別会計予算 可決
議案第 12 号 令和 8 年度越前市介護保険特別会計予算 可決
議案第 13 号 令和 8 年度越前市後期高齢者医療特別会計予算 可決
議案第 14 号 令和 8 年度越前市水道事業会計予算 可決
議案第 15 号 令和 8 年度越前市工業用水道事業会計予算 可決
議案第 16 号 令和 8 年度越前市下水道事業会計予算 可決
議案第 17 号 越前市行政手続条例の一部改正について 可決
議案第 18 号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決
議案第 19 号 越前市国民健康保険税条例の一部改正について 可決
議案第 20 号 越前市介護保険条例の一部改正について 可決
議案第 21 号 越前市中小企業等経営安定対策利子補給基金条例の廃止について 可決
議案第 22 号 越前市火入れに関する条例の一部改正について 可決
議案第 23 号 越前市都市公園条例の一部改正について 可決
議案第 24 号 越前市空家等の適切な管理に関する条例の一部改正について 可決
議案第 25 号 専決処分の承認を求めることについて（令和 7 年度越前市一般会計補正予算（第 9 号）） 承認
議案第 26 号 令和 7 年度越前市一般会計補正予算（第 11 号） 可決
議案第 27 号 令和 8 年度越前市一般会計補正予算（第 1 号） 可決
議案第 28 号 越前市中小企業等物価高騰対策支援資金等利子補給基金条例の制定について 可決
議案第 29 号 副市長の選任につき同意を求めることについて 同意
議案第 30 号 副市長の選任につき同意を求めることについて 同意
議案第 31 号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意
議案第 32 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意
議案第 33 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意
議案第 34 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 同意

令和 8年 3月定例会　本会議　議決結果 特別委員会活動報告・委員会視察報告

▲ 甲賀市・八尾市議会広報

▲ 令和７年度市民と議会との語る会

▲ 地域支えあい交通（坂口地区）

（13）  越前市議会だより　第 84 号 越前市議会だより　第 84 号  （12）
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越
前
市
議
会
は
こ
れ
ま
で
、「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
地

道
な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
き
ま

し
た
。

毎
年
、
開
催
し
て
い
る
「
市
民
と

議
会
と
の
語
る
会
」
や
「
議
会
モ
ニ

タ
ー
会
議
」
に
お
い
て
、
意
見
交
換

を
行
い
、
そ
の
声
を
市
政
に
届
け
た

り
、
議
会
の
改
善
に
つ
な
げ
た
り
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
や
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
よ

り
、
議
会
で
の
審
議
内
容
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
委
員
会
の
傍
聴
環
境
の

向
上
や
オ
ン
ラ
イ
ン
出
席
の
導
入
な

ど
、
議
会
運
営
の
改
善
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
着
実
な
取
り
組
み
を
基

に
、
本
市
議
会
で
は
、
令
和
４
年
８
月

に
設
置
さ
れ
た
議
会
活
性
化
特
別
委

員
会
（
※
）
を
中
心
に
、　

さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、

議
会
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
、
本
市
議
会
の
議
会
改
革

の
新
た
な
一
歩
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※【
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
の
目
的
】

越
前
市
議
会
基
本
条
例
の
趣
旨
に

基
づ
き
、
さ
ら
な
る
議
会
改
革
を

図
る
た
め
、
継
続
的
に
調
査
研
究

を
進
め
る
。

令
和
８
年
４
月

越
前
市
議
会
に
お
け
る
服
装
の
自
由
化

地
球
温
暖
化
対
策
で
あ
る
エ
コ
ス
タ

イ
ル
に
加
え
、
議
会
に
お
け
る
自
由
闊

達
な
議
論
が
で
き
る
環
境
整
備
の
一
助

と
す
る
た
め
、
議
員
と
し
て
品
位
を
保

つ
こ
と
を
前
提
に
、
服
装
の
自
由
化
に

取
り
組
み
ま
す
。

令
和
８
年
４
月

政
策
研
究
会
制
度
の
導
入

議
員
の
政
策
提
案
に
つ
な
げ
る
政
策

研
究
活
動
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
を
参

考
に
調
査
研
究
を
進
め
、
本
市
議
会
独

自
の
政
策
研
究
会
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

令
和
８
年
６
月

委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

本
会
議
の
み
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

配
信
し
て
い
ま
し
た
が
、
議
会
の
見
え

る
化
を
進
め
る
た
め
、
６
月
定
例
会
か

ら
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
ま
す
。

・
先
進
地
視
察
（
広
報
広
聴
）

　
　
　
　
　
　（
議
会
運
営
委
員
会
）

甲
賀
市
議
会
・
八
尾
市
議
会

令
和
7
年
4
月

議
会
機
能
継
続
計
画
（
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定

福
島
市
議
会
へ
の
視
察
を
生
か
し
、
議
会
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
時
の
体
制
と
し
て
市
災
害
対
策
本
部

と
連
携
す
る「
市
議
会
連
絡
会
議
」の
設
置
や
、

災
害
時
の
行
動
基
準
、
災
害
発
生
後
や
感
染

症
ま
ん
延
時
の
議
会
運
営
に
つ
い
て
を
定
め
ま

し
た
。

令
和
7
年
11
月

議
会
だ
よ
り
　
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
、「
み
ん
な
で
つ
く
る
幸
せ
な
未
来
」

を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
、
議
会
だ
よ
り
を
Ａ

４
判
フ
ル
カ
ラ
ー
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
新
コ
ー

ナ
ー
「
親
子
で
学
ぶ
議
会
の
は
な
し
」、「
み
ん

な
の
声
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

・
団
体
と
の
意
見
交
換
（
議
会
活
動
）

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
っ
ぽ
え
ち
ぜ
ん

武
生
府
中
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
先
進
地
視
察
（
議
会
改
革
）

　
　
　
　
　
　（
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会
）

飯
田
市
議
会
・
松
本
市
議
会

議
会
改
革
の
取
り
組
み

令
和
８
年 

注
目
ポ
イ
ン
ト

開かれた議会に向け
市民と議会との語る会を開催

地域の新たな足
「しきぶ駅」 現地視察

４月から５月にかけて、市内 8 地区で「市
民と議会との語る会」を開催しています。３
月定例会の議会報告と小グループに分かれて
の意見交換を行います。
４月 24 日開催の南中山地区では、鳥獣害対
策や防災、女性活躍などについての意見が交
わされました。語る会の内容は、後日、市議
会ホームページで公開します。

３月 14 日に開業したハピラインふくい「し
きぶ駅」を視察。
駅舎の安全性や駅前広場の整備状況を確認し
ました。
新駅設置による通勤・通学環境の改善など、
公共交通の利便性向上に向けた取り組みを共
有しました。

市民の視点から議会をチェック
第５回 議会モニター会議を開催

議会モニターの皆さんからいただいた
意見の一部を紹介します。

・�傍聴環境の改善や傍聴者の増加により、市
民に開かれた議会になってきていると感じ
た。

・�議会の役割の一つは、行政運営に対する
チェック機能。3 月定例会では、単に説明
を求めるものではなく、追及がなされてい
ると感じた事案があり、評価できる。

・�質問や答弁が重複する場面があった。同じ
ような答弁で対応できてしまうような質問
は、切り替え（修正・削除）をお願いしたい。

・議会だよりは、非常に読みやすくなった。

・�議会モニター制度は有意義であり、より多
くの市民が参加できるよう工夫が必要であ
る。

４月８日に、５回目の議会モニター会議を開
催し、総務委員と、地域公共交通やスポーツ・
文化振興の分野について意見交換を行いまし
た。
意見交換の後、１年間のまとめとして、感じ
たことや議会に期待することなどが話されま
した。

越前市には伝統文化や産業、食など、誇るべ

き『地域の宝』が豊富にあると実感しています。

これらの魅力を市が SNS 等で戦略的に発信す

ることで、幅広い世代が地元の良さを再認識し、

地域活動への参画が広がることを期待していま

す。私自身も、市の魅力を次世代や市外へ発信

し、市民参加型のまちづくりに積極的に協力し

てまいります。

また、議会モニターを経験したことで、市議

会のネット配信の存在を知りました。「議会中

継」は、市民と市政をつなぐ大切な窓口です。

一人でも多くの市民が議会に触れ、共にまちづ

くりを考える輪が広がることを願っています。

「地域の宝」を誇りに、

市民参加型のまち

づくりを目指して

共に成長し続ける

越前市を目指して

議会モニター

杉
す ぎ

本
も と

 直
な お

子
こ

さん

（武生商工会議所）

議会モニター

井
い の

上
う え

 哲
て つ

夫
お

さん

（（公社）越前市スポーツ協会）

日
々
の
暮
ら
し
で
思
う
こ
と

日
々
の
暮
ら
し
で
思
う
こ
と

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
を
聴
き
ま
し
た

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
を
聴
き
ま
し
た

み
ん
な
の
声

み
ん
な
の
声 議会の傍聴を何度か経験させていただき、議

員の方々の取り組みや市の行政に対する考え方

が少しずつ感じられるようになってきました。

毎回いろいろな面から疑問を取り上げ、解決し

ていく様子からは、日頃の取り組みをうかがい

知ることができます。今後も、このような取り

組みに磨きをかけていただけることを期待した

いと思います。

私は、これからの未来のために、現在の市政

にとどまるのではなく、古いシステムは見直し、

市議会および行政が絶えず成長し、市民が主役

の行政を構築すると共に、成長し続ける越前市

を目指していただきたいと思っています。

問
合
先
市
議
会
事
務
局

℡
（
２
２
）
３
４
２
６

3 月定例会の日程  2 月 18 日（火）~3 月 19 日（木）
詳しい日程はホームページをご覧ください。

議会中継は、こ
しの都ネットワ

ークや、

インターネット
・スマートフォ

ンでもご覧いた
だけます。

・こしの都ネットワークで議会放送を見るときは、092 チャンネルです。

・ インターネット・スマートフォンで見るときは、 

越前市議会のホームページの「インターネット議会中継」をクリックしてください。

<
  

チ
ャ
ン
ネ
ル  >

議会放送を見る
ために

はリモコンのこ
のボタ

ンで 092チャ
ンネル

に合わせてくだ
さい。
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越前市議会
検索

題字は、武生東高校 奥村梨緒奈さんの書道作品です。

− みんなでつくる　幸せな未来 −

見える、開かれる議会へ

▲ 委員会ネット配信（試験配信）
（R8.3.16　議会活性化特別委員会）

▲ 団体との意見交換
（R7.10.2　のっぽえちぜん）

▲ 議会改革行政視察
（R7.11.6　飯田市議会）

市議会の活動ニュース市議会の活動ニュース

▲ 議会モニター会議（総務委員との意見交換）

▲ 市民と議会との語る会（南中山地区）

（15）  越前市議会だより　第 84 号 越前市議会だより　第 84 号  （14）
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のっぽえちぜんの活動を通じ、越前市でひ
たむきに活動する市民活動団体を支援していま
す。地域を想う人々の熱意に触れる一方で、議
会モニターの経験からは、市政の要である議会
活動が市民に十分浸透していない現状も実感し
ました。

今後は、市民が議員と気軽に語り合えるよう
な「身近な議会」の開催を期待しています。ま
た、市民活動イベントを覗いてみるなど、一人
一人の「ちょっとやってみよう」という小さな
一歩の積み重ねによって、市民とのつながりも
深まり、より住みよいまちづくりに繋がると信
じています。

「やってみよう」が
拓く、住みよいまち

次世代の夢を育む
全方位の
まちづくりの実現を

議会モニター

筏
いかだ

 洋
よ う

介
す け

さん
（NPO法人のっぽえちぜん）

議会モニター

北
き た

野
の

 庄
しょう

司
じ

さん
（越前市文化協議会）

日
々
の
暮
ら
し
で
思
う
こ
と

日
々
の
暮
ら
し
で
思
う
こ
と

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
を
聴
き
ま
し
た

議
会
モ
ニ
タ
ー
さ
ん
の
声
を
聴
き
ま
し
た

み
ん
な
の
声

み
ん
な
の
声 市民総合文化祭の運営や子ども向け体験学

習を通じ、市民の文化芸術活動を多角的に支援
してきました。その活動を通じ、担い手の高齢
化や世代間のギャップを肌で感じています。

一方、議会モニターとして市政の仕組みに触
れることで、新聞や市広報の理解が深まったこ
とは大きな収穫です。

今後、越前市には、深刻な少子高齢化への対
策に加え、それを支える若い世代への生活支援
や夢を持って働ける環境づくりなど、全方位的
な長期まちづくりの実現を願っています。

問
合
先

市
議
会
事
務
局
　 

℡
（
２
２
）３
４
２
６

6 月定例会の日程  5月26日（火）~6月18日（木）
詳しい日程はホームページをご覧ください。

議会中継は、こしの都ネットワークや、
インターネット・スマートフォンでもご覧いただけます。

・こしの都ネットワークで議会放送を見るときは、092 チャンネルです。

・�インターネット・スマートフォンで見るときは、 
越前市議会のホームページの「インターネット議会中継」をクリックしてください。

<
  

チ
ャ
ン
ネ
ル  >

議会放送を見るために
はリモコンのこのボタ
ンで 092チャンネル
に合わせてください。
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安
立
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